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牽

拍

監

衛

鬼
通
巻
第
十
馨
第
二
貌

昭
和
廿
三
年
四
月
豪
打

新
出
敦
燈
石
室
遺
書
特
に
蓄
昌
願
地
鏡
に
つ
い
て

森

ー

ヽ
鹿

今
世
紀
の
中
開
研
究
は
エ
ー
ジ
･
オ
ブ

･≠

ィ
ス
カ
ヴ
ア
/R
I
ズ
だ
と
S
は
れ
る
.
誠
に
牽
見
時
作
の
名
に
値
す
る
ほ
ど
に
無
壷

赦
な
新
資
料
が
敬
見
提
供
せ
ら
れ
'
中
国
研
究
に
清
新
に
し
て
強
烈
な
刺
戟
を
輿

へ
た
の
で
あ
る
.
或
は
華
北
把
於
け
る
新
石
券
時

代
な
ら
び
に
奮
石
審
時
代
の
遺
物
遺
鐘
の
畿
見
､
或
は
北
は
山
西
渥
瀕
願
よ
-
南
は
推
河
流
域
に
及
ぶ
各
地
よ
-
出
土
し
た
所
謂
秦

銅
器
の
牽
見
-
或
は
内
蒙
古

･
浦
洲

･
朝
鮮
に
於
跨
る
漠
代
古
墳
の
蚤
堀
と
柏
餅

･
壁
書

･
副
葬
品
等
の
畿
見
､
ま
た
降
O

て
は
北

京
の
清
朝
内
観
大
塵
嘗
蔵
に
か
か
る
元

･
明

･
清
間
の
古
文
書

･
苗
記
録
の
牽
兄
な
ど
.
い
づ
れ
も
中
開
研
究
の
新
展
開
を
促
進
す

る
原
動
力
と
な
つ
麿
の
で
あ
る
｡
だ
が
最
も
強
力
な
刺
戟
を
輿

へ
た
も
の
は
1
本
世
紀
の
直
前
に
河
南
安
陽
願
の
厳
虚
か
ら
出
土
し
.
.

た
亀
甲
獣
骨
に
銘
刻
せ
る
所
謂
甲
骨
文
字
と
､
前
世
紀
末
よ
JS3
本
世
紀
の
は
じ
め
に
か
け
て
中
国
の
西
北
角
.
甘
藷
省
の
西
部
な
ら

メ/
_

a
,に
新
整
省
の
各
地
よ
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
そ
の
他
諸
国
の
探
険
隊
に
よ
っ
て
牽
見
せ
ら
れ
た
苗
文
献
で
あ
っ
､て
､
こ
の
両
者
を
以
て
こ

の
蓉
見
時
代
の
壁
壁
と
な
す
こ
と
は
~
証
人
も
首
骨
す
る
所
で
あ
ら
う
｡
前
者
の
費
兄
は
中
国
文
字
撃
の
新
展
開
を
促
進
し
､
文
字

- 1
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の
解
譲
は
ひ
い
て
申
開
古
史
の
解
明
を
刺
戟
し
､
そ
の
後
の
組
織
的
な
蓉
掘
工
作
と
相
侯
つ
て
､
従
来
の
古
代
史
を
粂
Y

一
撃
せ
し

め
た
の
で
あ
る
｡
そ
れ
に
封
し
て
後
者
の
蓉
兄
は
'
申
開
中
世
史
の
解
朋
に
封
し
て
大
き
な
寄
輿
を
忽
七
た
も
の
と
い
ひ
え
よ
う
｡

-r′_-lI}

そ
の
蔑
見
晶
は
た
だ
に
古
文
献
の
み
な
ら
ず
､
盲

器
物

･
古
美
術
等
に
も
及
ぶ
の
で
あ
っ
て
､
襲

･
菅
時
代
の
木
簡
に
か
か
れ
た
琴

線
文
書
'
六
朝

･
陪

･-唐

･
采
初
に
至
る
時
期
の
古
文
書

;.高
鳥
本
刊
本
､
ま
た
同
時
期
の
給
養

･
彫
刻
-
泥
像

-
印
茸

･
銭
貨
等

に
亙
る
の
で
あ
る
.
そ
の
中
に
在
っ
て
胡
斉
敦
蛙
願
,a
.千
俳
洞
よ
り
襲
見
さ
れ
た
苗
文
献
は
-
質
量
と
も
に
こ
の
l
群
の
散
見
晶
中

の
王
座
を
占
め
る
も
の
や
あ
っ
て
､
こ
の
新
資
料
を
駆
使
す
る
新
研
究
が
特
に
敦
燥
聾
の
名
稀
を
附
輿
せ
ら
れ
る
所
以
で
も
あ
k
.
-

さ
て
こ
の
敦
煙
石
室
遺
書
は
~
そ
の
殆
ど
が
イ
ギ
リ
ス
の
ス
タ
イ
ン
卿
と
プ
ラ
シ
ス
の
ペ
･リ
オ
教
授
に
持
去
ら
れ
て
了
つ
た
の
で
､

･あ
る
が
~
羅
振
玉
氏
に
よ
っ
て
い
ち
卑
-
ー
そ
の
移
録
或
は
景
印
が
行
は
れ
た
た
め
'
研
究
上
大
小
敢
る
便
宜
が
輿

へ
ら
れ
た
の
で

あ
る
.
敦
燥
石
室
遺
書
ー
鳴
沙
石
室
遺
書
'
鳴
抄
石
室
供
書
正
韓
編
､
痕

抄
石
室
苗
籍
叢
凍
ー
敦
燈
等
拾
ー
敦
煙
石
室
棒
金
等
々
の

ヽ

＼

刊
行
は
､
こ
の
千
年
の
秘
庫
を

一
般
に
公
開
し
た
も
の
と
S
.払
う
聖

緯
い
て
劉
復

･
向
達

･
Hj.軍
属
等
の
諸
氏
が
英
僻
に
赴
S

等

秘
籍
を
移
録
し
乗
り
､
新
資
料
の
紹
介
を
韓
行
し
た
の
で
あ
る
｡

I

t

敦
煙
石
室
の
遺
著
の
大
牢
ー
し
か
も
精
聾
の
殆

どす
べ
て
は
英
俳
に
絡
ま
ら
れ
た
が
ー
申
開
に
も
八
千
番
に
及
ぶ
苗
寓
本
が
増
さ

れ
た
の
で
あ
る
｡
陳
垣
氏
の
敦
煙
劫
飴
録
は
そ
の
塾
理
さ
れ
た
結
果
で
あ
っ
て
､
そ
の
後
ー
向
津
氏
の
敦
燈
叢
抄
､
許
閣
震
氏
の
敦

燈
古
見
軽
題
記
や
敦
煙
雑
録
に
よ
っ
て
､
ヰ
闘
魂
春
の
敦
煙
石
室
遺
書
の
面
目
も
別
離
と
し
て
来
た
の
で
あ
る
｡
こ
の
八
千
番
の
古

島
本
は
二
見
師
固
書
館
か
ら
引
梢
が
れ
て
規
準

図
五
北
平
間
書
簡
に
儀
管
せ
ら
れ
て
ゐ
る
.
こ
の
外
に
民
間
に
散
藤
し
挺
も
の
も

少
か
ら
す
あ
り
~
そ
の
1
部
は
わ
が
閲
に
も
涯
来
し
て
ぬ
る
｡

.

/

以
上
は
今
世
紀
の
は
じ
め
に
千
年
の
秘
庫
が
開
か
れ
て
以
来
'
こ
の
石
案
遺
書
の
辿
っ
た
経
過
を
瞥
見
し
た
の
で
あ
る
が
~
更
に
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追
加
す
べ
善
事
蜜
が
明
ら
か
に
な
っ
た
か
ら
'
立
に
そ
れ
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
よ
う
｡･

戟
時
中
に
於
け
る
中
開
率
術
界
の
動
き
は
'
雑
誌

｢
東
光
｣
に
掲
載
し
て
お
い
た
や
う
に
断
る
め
ざ
生
し
い
も
の
が
あ
っ
て
､
敦

爆
撃
に
あ
っ
/て
も
亦
そ
の
こ
と
は
例
外
で
は
な
S
の
で
あ
る
.
民
図
三
十
二
年

(
昭
和
十
八
年
)
三
月
.
教
育
部
は
困
立
教
燥
萎
術

研
究
所
の
設
立
を
計
劃
し
て
'
ま
づ
高

一
滴

･
常
書
鴻
等
の
諸
氏
を
そ
の
準
備
委
虜
に
任
命
L
k
.
翌
年

1
月

一
日
.
敦
煙
千
体
洞

に
於
い
て
こ
の
研
究
所
は
正
式
に
成
立
し
た
の
せ
あ
る
O
こ
の
研
究
所
は
そ
の
名
の
如
-
敦
燈
の
石
窟
や
悌
像
を
鷺
洲
撮
影
調
査
す

る
の
が
目
的
で
あ
る
が
､
塑
像
の
調
査
中
に
六
朝
の
竣
経
を
費
見
し
た
の
で
あ
る
O
今
ま
で
に
尊
兄
さ
れ
た
も
め
娃
六
十
八
鮎
で
､･

そ
の
中
に
は
年
代
の
明
記
さ
れ
東
も
の
が
三
鮎
あ
る
.

1
塩

ハ安
三
年
五
月
十
日
の
題
記
の
あ
る
蒲
勤
経
で
あ
る
o
輿
安
三
年
は
北

魂
文
成
帝
の
治
世
で
キ
り
ス
ト
生
誕
紀
元
で
数

へ
る
と
四
五
四
年
に
嘗
る
9
評
静
夜
る
者
の
害
鳥
に
係
る
｡
次
は
老
経
の
穣
篤
で
あ

っ
て
､
未
に

｢
和
平
二
年
十

1
月
j.rt
日
展
豊
国
為
此
孝
経
｣
と
い
ふ
題
記
が
あ
る
O
和
平
二
年
は
西
洋
紀
元
四
六

一
年
で
あ
る
｡
三
番

目
ぽ

｢
併
設
濯
頂
章
句
披
除
罪
過
生
死
得
度
経
｣
の
穣
巷
で
'太
和
十

一
年
五
月
十
五
日
の
題
記
が
あ
P
o西
紀
四
八
七
年
に
普
る
O
･

敦
燈
石
室
の
石
島
鮭
に
は
'
よ
-
古
い
デ
ー
ト
を
も
つ
も
の
は
あ
る
が
､
北
中
歯
書
館
所
蔵
の
も
の
に
就
S
て
い
ふ
と
下

北
魂
太

安
四
年
七
月
三
相
の
題
記
の
あ
る
戒
線
が
今
ま
三

番
盲
か
つ
た
の
で
あ
る
か
ら
､
.を
れ
よ
-
四
年
前
の
デ
ー
t
を
庵
つ
滴
勤
鮭
を

加

へ
た
こ
と
は
､
患
づ
特
筆
さ
る
べ
き
で
あ
ら
う
.
こ

の
三
部
の
外
は
年
代
不
明
.で
あ
る
が
､
そ
の
字
牌
な
ら
び
に
用
紙
よ
り
考
察

し
て
北
魂
時
代
の
も
の
だ
と
い
ふ
｡

一
腰
と
の
敦
燈
石
室
の
蔵
書
が
費
見
さ
れ
た
の
懲
王
道
士
元
轟
の
整

心
に
擦
る
と
光
緒
二
十
五
年

(
一
八
九
九
)立

身

寺

五
日

の
こ
と
で
あ
る
｡
そ
し
て
ス
タ
イ
ン
卿
が
取
経
に
成
功
し
た
の
は
一九

〇
七
年
の
五
月
の
こ
と
セ
あ
る
か
ら
､
そ
の
間
八
年
の
歳
月

ヽ
ヽ

を
関
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
o
だ
か
ら
そ
の
間
に
散
発
し
た
も
の
も
少
く
な
い
と
思
ほ
れ
る
の
で
あ
っ
て
､
げ
ん
に
妾
昌
機
の
語
石
打

二CQ
.1
1
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は
､
敦
煙
願
令
の
窪
宗
翰
か
ら
石
室
よ
′り
出
た
鳥
経
と
俳
書
を
磨
ら
れ
た
こ
と
を
記
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
｡
ま
た
ス
タ
イ
ン
.'

べ
臥

オ
両
氏
が
持
去
つ
た
の
に
狼
狽
し
て
､
.時
の
畢
部
が
穣
飴
の
島
本
の
藤
牧
廃
置
を
と
っ
た
際
に
'
道
士
が
隠
匿
し
て
渡
さ
孜
か
つ
た

も
の
も
少
-
な
い
の
で
あ
る
｡
せ
た
荷
造
-
の
後
'
そ
れ
を
積
ん
だ
串
が
監
視
も
な
く
願
署
の
前
に
侍
っ
て
ゐ
た
間
に
按
荷
さ
れ
た

も
の
も
亦
相
常
に
あ
つ
た
や
う
で
あ
る
｡
融

に
ペ
リ
オ
番
故
で
第

7
六
〇
着
に
保
管
さ
れ
て
ゐ
た
鳥
経
が
あ
つ
た
が
ー
こ

れ
も
何
時

の
間
に
か
封
賊
が
と
か
れ
て
激
職
し
て
了
つ
た
.
そ
れ
ら
は
土
地
の
人
達
の
手
に
入
-
更
に
叉
他

へ
韓
貸
さ
れ
た
と
想
像
さ
れ
る
の

で
臥
る
.
民
国
二
十
二
年
に
張
其
均
氏
等
が
敦
燈

へ
赴
い
た
時
､
ま
だ

一
軒
の
家
で
二
百
番
か
ら
の
遺
書
を
所
有
し
て
ゐ
た
も
の
が

あ
っ
た
.と
い
ふ
｡

4

か
か
か
事
情
を
考
慮
に
入
れ
る
と
-
従
来
知
ら
れ
て
偽
る
も
の
の
外
に
､
新
資
料
が
こ
の
敦
掛
か
土
軌
か
ら
探
し
出
せ
る
可
能
性

A

が
多
分
に
あ
る
わ
け
で
あ
る
｡
従
来
こ
の
敦
煙
遺
書
の
垂
理

･
紹
介

･
研
究
に
人

1
倍
熱
意
を
示
し
て
来
た
向
連
氏
蜂
､
fJ
と
に
朕

を
着
け
七
､
民
国
三
十

一
年

(
昭
和
十
八
年
)
の
冬
､
敦
煙
に
赴
き
遺
棄
の
検
出
に
つ
せ
め
た
の
で
あ
る
.
さ
す
が
は
伯
楽
で
､･
速

一
.

に
千
蜜

の
馬
を
蓉
見
し
た
.
攻
に
移
錬
す
る
晋
天
福
十
年
島
本
毒
昌
願
地
鏡
が
そ
れ
で
あ
る
｡
,

∫

西
北
去
州

l
軍

手

里
｡
公
勝

一
盲
九
十
千
o
戸
三
石
五
十
九
.
郷

一
｡
､

｢

ヽ

右
本
渓
能
動
願
｡
魂
正
光
六
年
改
革
毒
昌
郡
‥
琴

爪
州
?
歌
書
云
O
膏
典
州
即
沙
州
是
也
｡̀
其
州
宜
転
義

瓜
7
枚
琴

爪
州
‥
後
帝
因

ヽ

山l

琴

南
沙
7
改
夢

西
瓜
州
蕗
ご私
州
衰
東

.
即
今
州
是
也
O
字
文
保
定
四
年
省
人
数
燈
野
'
武
徳
二
年
叉
析
置
.義

昌
願
∵
氷
轡
冗
年

磨
.
乾
封
二
年
叉
置
｡
連
中
初
格
)･i
春
.;

:

寺

1
.
永
安
.
鋸
二
p
龍
勤

･
西
閲
o
戊
三
.
大
水

･
紫
金

･
啓
子
革
o
燦
升
四
.
柵
二
〇
億
五
｡

黒
鼻
山
.
願
西
南
五
十
腰
.
連
延
西
至
紫
傘

亦
競
紫
金
山
‥
叉
至
主
事
山
‥
赤
紙
主
事
山
7

I- 4T
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i

桃
開
山
O
願
東
南

一
首
八
十
里
｡
其
山
田
蕗
薦
レ名
｡

龍
敬
山
o
願
南

一
百
八
十
男

周
時
龍
馬
朝
出
歳
陽
7
暮
重
義

貝

田
以
故

山
之
下
遺
.其
祷
鞄

線
名
艶
物
山
‥

西
紫
亭
山
｡
願
西
南

1
召
九
十
八
里
｡
其
山
色
紫
O
故
以
篤
i

名
｡
時
人
靴
夢
手
革
山
:

大
洋
.
願
東
七
盟
.
水
草
滋
茂
.
牧
ヤ政
六
畜
‥
並
養
女
ハ中
‥

曲
樺
.
願
西
北

一
百
九
十
里
?

其
揮
迂
曲
.
･故
以
篤
レ名
｡

龍
勤
泉
｡
願
南

一
百
八
十
里
｡
按
西
域
云
.
漠
武
師
賂
軍
李
贋
利
o
西
伐
･,)大
鹿
;
得
飯
島
;
懸
而
放
芝
.
耽
事
故
泉
-飲
.
鳴
噴
轡

衡
落
レ

地
｡
因
以
馬
}

名
鴬
｡

･-龍
堆
泉
｡
解
南
五
男
｡
-昔
有
敵
馬
‥
乗
至
庇
泉
改
元
噺
鳴
O
宛
輪
廻
旋
而
去
o
今
験
池
南
有
主
堆
7
着
奴
龍

頭
∵
故
耽
夢
龍
堆
泉
丁

薄
員
涯
.
瀕
担
･願
南
十
畢

方
固

一
男

探
凍
不
知

｡
血

渥
池
水
也
.
〔暴
利
〕長
得
天
馬

之
朗
O

大
柴
.
願
南
十
里
｡
碓
7,涯
接
地
‥
内
穿
入
i

菜
｡

石
門
潮
O
源
田
鹿
東
南
三
畢
也
O

ヽ

無
歯
潤
O
源
担
廠
西
南
十
男
]也
｡

- 5-

三
門
閲
o
願
北

一
望

ハ
十
里
｡
演
武
肇
冗
鼎
九
年
置
｡
並
事
都
尉
;
西
城
停
棄
即
限
以
7..三
門
陽
閲
冠
.

串
.
願
乗
六
十
五
里
｡
前
漠
破
光
輝
軍
学
武
資
.
弊
政
蒐
戎
託

於
施
薬
毎
｡
故
紙
疲
蒐
亭
‥

石
塊
0
本
漠
楼
蘭
図
0
漢
書
云
.
去
哀

安
六
千
一
育
男
o
地
多
蕗

薗
l少
毎

o
担

玉
O
倖
介
子
耽
殺
奏

王
∵
漢
立
喪
弟
?
更
名
義
円

部
‥
階
選
書
融
鏡
;
階
乱
.
其
城
乃
基
｡
自
責
観
申
.康
囲
大
首
領
康
盤
典
棄
居
.･寒

胡
人
随
乏

O国
威
と衆
落
小
名
東
城
白
鼠
ハ谷

1

城
‥
四
面
並
是
沙
歯
.
上
元
二
年
改
革
石
塊
鋲
;
革
抄
州
‥
東
去
蕗
州
二
千
五
首
八
十
塵
｡

/
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屯
城
.
西
表
右
城
二

百
八
十
聖

善
部
軍
手
尉
屠
軍
･.
輝
畢
琴
｡
請
天

子
7｡
閲
中
有
-秒
循
城
‥
地
肥
美
.

覇
遁
1
一
輝
竜

田
嘩

レ
戴
｡
得
板
夷
威
畢

登
是

荏
道
南
馬
及
吏
玉

串

田
伊
循
政
鋲
乏
即
此
也
o
善
部
連
名
か

善
部
‥
今
季
屯
顔
f

新
城
｡

.

旋
盤
典
之
屈
垂
罫
7
発
修
政

城
∵
国
名
敵
城
‥
漠
名
二琴

麦
城
;
東
去
藩
邸
]三
石
三
十
里
也
O

葡
萄
城
O
康
蟹
典
築
o
在
二着
城
北
四
男

.種
二葡
萄
於
城
中
重
美
.
困
琴
葡
萄
城
7億
｡

薩
枇
城
.
在
鋲
城
東
南
四
百
八
十
畢

其
城
鹿
野
典
思
案
｡
近
d

薩
枇
城
津
陰
7
恒
有
主
審
土
谷
賊
従
来
?

華
都
城
.
周
廻
一
千
六
百
升
歩
.
漢
感
謝
城
見
飯
壊
7
廃
右

城
鋲
二
十
歩
;

故
屯
城
.
重
石
城
西
北
;

酉
薄
目
城
O
解
西
北
五
里

静
武
八
年
籾
置
｡

ノ
′

薄
昌
海
｡
在
】右
城
鏡
東
北
三
石
廿
畢

其
梅
園
庚
四
百
讐

漢
書
西
域
侍
此
海
商
瀕
｡

一
出
.l葱
嶺
均

一由
事
願
開
南
山
之
下
?
北

流
奥
義
嶺
〔河
〕
東
注
海

員
渥
7
11
名
盤
浬
7
流
二於
積
重

名
車
固
河
一也
o

播
仙
鎧
｡
放
浪
末
城
O
漢
書
商
域
侍
云
o
串
長
安
六
千
八
百
廿
聖

情
況
末
郡
.
上
元
三
年
改
蕗
仙
鉾
冠
O

狙
未
河
.
源
碓
南

山
大
谷
口
由
O
瀕
去
.鎧
五
百
里
｡

巳
前
城
鐘
並
落
主
蕃
?
亦
是
胡
戒
之
地
也
｡

ー 6 -

晋
天
稿
十
年
乙
巳
歳
六
月
九
日
｡
州
撃
博
士
巻
上
義

昌
張
願
令
地
鏡

一
本
‥

､
こ
の
地
鏡
一
本
は
現
在
､
敦
焼
某
氏
の
所
有
に
聯
し
て
ゐ
る
が
秘
し

て人
に
見
せ
な
い
.
向
氏
は
百
方
手
を
毒
し
て
は
み
た
が
､

究
覚
原
本
を
み
薄
こ
と
が
で
き
ず
､
や
つ
と
賛
率
五
･
呂
少
卿
両
氏
の
虚
で
為
し
を
得
て
移
錬
し
鮮
つ
ね
の
で
あ
る
｡
そ
れ
を
民
観

｣
二
十
三
年

(
昭
和
十
九
年
)
十
二
月
山-i
版
の
間
者
季
刊
薪
第
五
番
第
四
琴
に
登
載
し
て
ゐ
る
の
で
あ
i6
O
原
買
春
か
ら
の
移
録
で
は

l
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な
S
た
め
に
､
疑
は
し
小
鬼
を
究
め
正
し
え
て
ゐ
な
S
う
ら
み
は
あ
る
が
'
せ
も
か
-
こ
の
貴
重
な
資
料
を
公
表
さ
れ
た
向
達
氏
に

卜感
謝
せ
ね
は
払
ら
ぬ
.
更
に
わ
れ
わ
れ
は
､
L
の
新
資
料
を
鴻
載
せ
る
尚
書
季
刊
を
わ
が
単
身

へ
捷
供
せ
ら
れ
た
張
鳳
馨
発
生
紅
も

謝
意
を
表
し
た
い
の
で
あ
る
｡
現
在
こ
の
雑
誌
が
幾
部
'
わ
.が
闇
に
も
た
ら
さ
れ
て
ゐ
る
か
知
ら
な
･い
が
~
橡
め
て
レ
ヤ
-
な
も
の

で
あ
る
こ
と
は
革
質
で
あ
る
.
事
に
し
て
そ
の
一
部
が
-
張
発
生
か
ち
わ
が
周
方
文
化
研
究
所
に
惑
投
せ
ら
れ
た
の
で
､
本
誌
を
か

わ

て
こ
の
嚢
重
資
料
費
兄
の
菩
び
を
同
率
諸
兄
に
頒
つ
次
第
で
あ
る
.

一
首
て
こ
の
新
資
料
に
つ
い
て
は
､
向
氏
が
相
首
に
詳
密
な
疏
樺
を
施
し
七
ゐ
る
こ
と
で
も
あ
や
､

一
方
私
幹
身
所
謂
敦
爆
撃
の
鉦

識
が
浅
い
こ
と
で
も
あ
る
か
ら
い
草
に
新
資
料
の
紹
介
に
止
め
て
お
い
て
よ
い
わ
け
で
あ
る
o
ま
た
私
と
し
て
蜂
そ
れ
以
上
に
は
及

び
え
な
い
こ
と
で
も
あ
る
.
だ
が
平
素
~
中
開
の
地
理
塾
に
興
味
を
も
っ
て
ゐ
る
藩

に
と
っ
て
､
こ
の
新
出
肇
料
経
典
乳
な
る
衝
撃

を
輿

へ
ず
に
は
お
か
ぬ
魅
力
を
潜
め
て
ゐ
る
の
で
あ
る
｡
そ
こ
で
こ
の
資
料
紹
介
を
横
線
に
､.
葉
子
の
感
慨
を
縁
っ
て
お
き
た
い
O
.

一
牌
､
敦
燈
石
筆
の
秘
庫
か
ら
は
壌
多
の
地
理
書
が
出
現
し
て
ぬ
る
の
セ
あ
っ
て
ー
総
意
即
ち
申
開
全
土
.e
地
理
を
記
し
た
も
の

に
は
頁
元
十
遣
録
と
諸
道
山
河
地
名
要
略
と
が
牽
見
さ
れ
た
o
尤
も
貞
元
十
遣
録
の
方
は
羅
振
玉
氏
が
考
足
し
て
名
づ
け
た
所
で
あ

- 7

ノ
ー

っ
て
､
果
し
て
欝
我
の
壊
し
た
貞
元
十
道
録
で
あ
る
か
ど
う
か
決
定
し
難
S
｡
だ
が
唐
代
後
年
期
に
撰
述
さ
れ
東
銀
志
で
あ
る
こ
と

は
明
ら
か
で
'･
従
来
全
-
知
ら
れ
夜
か
つ
雀
貴
重
な
資
料
で
あ
る
O
羅
氏
の
鳴
沙
石
室
供
書
中
に
そ
の
景
印
本
が
塀
め
ら
れ
て
ゐ

/

る
｡
因
み
に
貞
元
十
道
録
は
貞
元
十
八
年

(
西
紀
八
〇
二
年
)
蜜
歌
七
十
三
歳
の
庫
の
著
書
で
透
る
.
そ
の
序
文
が
槽
裁
之
文
集
に
･

収
め
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
､･

そ
の
書
物
の
結
構
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
o
/雷
氏
舵
は
有
名
な
海
内
華
夷
楓
及
び
古
今
都
岡
遣
願
四
夷
述
-

四
十
番
の
大
著
が
あ
る
が
､
こ
の
貞
元
十
選
録
は
浩
翰
な
四
十
雀
の
書
物
の
中
か
ら
常
時
に
必
要
な
等
項
を
選
揮
し
て
十
分
↓
の
大

き
さ
に
鷹
縮
し
た
も
の
で
あ
る
0
第

1
巻
は
線
論
で
､
第
二
審
よ
り
第
四
巻
ま
で
の
三
寒
は
十
選
を
棲
準
に
し
て
､
各
州
各
願
の
四
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至
や
道
男
の
数
を
詳
述
し
た
も
の
で
あ
る
と
S
ふ
｡

次
に
諸
道
.山
河
地
名
要
略
の
方
は
､
こ
の
穣
怨
の
末
に
書
名
を
記
し
て
ゐ
る
の
で
､
章
渡
の
現
し
た
要
略
で
あ
る
こ
と
が
,わ
か
る

の
で
あ
る
O
こ
の
書
は
健
吾
の
重
文
志
に
よ
る
と
九
番
あ
っ
て
'
一
に
鹿
原
語
と
稀
し
た
と
い
ふ
｡
之
の
残
寒
は
そ
の
第
二
巻
に
嘗

-

り
前
の
部
分
航
放
け
て
ゐ
る
.
河
東
道
の
太
原
府
と
'
晋

･
代

･
事

･
朔

･
嵐

･
蔚

･1番
の
七
州
を
常
春
し
て
ゐ
る
.
族
の
蔚
潤
両

州
に
は
虚
分
語
な
る
項
が
あ
る
か
ら
葦
湊
の
書
で
あ
る
こ
と
､
い
よ
､S
よ
明
ら
か
で
あ
る
｡
華
氏
は
宜

･
嘉
南
朝
に
仕

へ
た
人
で
あ

畠

が
､
こ
の
残
寒
の
末
尾
に

｢
八
月
七
日
戒
厳
記
｣
と
あ
る
の
か
ら
推
算
す
る
と
､
八
月
七
日
が
戊
辰
で
あ
る
IQ
妊
威
通
九
牢
に
常

る
か
ら
'
そ
わ
頃
ま
で
に
作
製
せ
ら
れ
て
ゐ
た
こ
と
も
判
明
す
る
の
で
あ
る
.
と
も
か
ぐ
従
来
名
の
み
知
ら
れ
て
ゐ
た
こ
の
地
理
書

が
､
た
と
へ
残
寒
と
は
い
へ
蟹
見
せ
ら
れ
た
七
と
望

還

べ
き
こ
と
で
あ
る
.
と
の
残
寒
は
鳴
沙
石
室
望

昆

そ
e
･景
印
漆
が
収
め

ら
れ
て
ゐ
る
.
羅
氏
が
定
め
て
貞
元
十
選
録
と
し
た
地
誌
も
､･
こ
,e
要
略
も
､.共
に
ペ
サ
オ
氏
の
採
集
す
る
所
で
あ
っ
て
~
パ
リ
の

閥
立
樹
書
館
に
保
管
し
て
ゐ
る
は
す
で
あ
る
｡

攻
は
地
方
志
で
あ
る
が
'
殆
ど
は
敦
煙
地
方
の
も
の
で
あ
る
｡
第

一
に
奉
げ
ね
ば
な
ら
な
い
あ
は
沙
州
都
督
肘
掛
鍵
で
あ
る
｡
ペ
,

リ
オ
氏
の
採
集
に
か
か
る
も
の
で
､
い
ち
早
-
棉
.万
民
が
ペ
ワ
オ
氏
に
請
う
て
蔓

県
に
と
り
､

一
九
〇
九
年

(宜
統
元
年
)羅
氏
が
沙

..

.i
tて

州
志
と
題
し
､
そ
の
活
字
印
本
を
刊
行
し
た
.
即
ち
教
壇
石
室
遺
書
所
牧
本
で
あ
る
.
そ
の
四
年
後

一
九
一
三
年
(民
図
二
年
)
に
刊

行
し
た
鳴
沙
石
室
遺
書
に
は
そ
の
景
印
本
を
牧
め
て
ゐ
る
が
､
こ
の
時
は
沙
州
圃
経
と
顔
名
し
た
の
で
あ
る
O

一
方
こ
の
穣
巻
の
接

待
者
ペ
サ
オ
氏
も
ー
こ
の
書
を
え
た

｣

九
〇
八
年
に
早
-
も
ハ
ノ
イ
の
フ
ラ
ン
ス
極
東
畢
院
の
車
報
に
紹
介
し
て
ゐ
る
V?

そ
し

て､

ペ
リ
オ
氏
は
V
･･の
書
を
段
図
の
沙
州
紀
と
考
へ
た
が
､
そ
れ
は
武
断
も
甚
し
い
.
こ
の
残
寒
を
通
覚
す
れ
ば
す
ぐ
判
る
や
う
把
､
こ
･

の
中
心
は
開
元
四
年
の
事
柄
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
の
だ
か
ら
､
段
国
が
二
罷
年
後
の
事
紅
後
見
し
て
ゐ
た
こ
と
に
な
る
｡
大
鰻
地
理
書

.. 8Lli
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に
は
後
世
の
附
益
が
多
S
も
の
で
は
あ
る
が
ー
こ
の
球
審
を
段
氏
の
書
と
考
へ
る
の
は
無
理
で
あ
る
｡
そ
こ
で
八
年
複
の
t
九
二
ハ

年
に
､
亜
洲
率
報
で
再
び
こ
の
書
を
論
じ
た
際
に
は
､
羅
氏
の
暫
定
的
な
命
名
に
賛
成
し
て
je
る
の
で
あ
る
o
L
か
も
こ
の
暫
定
的

▲ヽ

な
名
稀
を
確
定
的
な
も
の
に
し
た
｡
と
い
ふ
の
は
､
ペ
リ
オ
番
故
で
二
〇
〇
五
枕
の
も
め

の
外
に
､
ペ
ワ
オ
コ
-レ
ク
シ
n
ン
中
の
1

罵
本

(
三

二
ハ
九
五
競
)
に

｢
沙
州
都
督
府
陶
経
巻
第
三
｣
と
あ
る
の
を
も
つ
て
来
て
確
定
的
な
名
稀
に
し
た
の
で
あ
る
.
こ
の
沙

州
都
督
府
閲
経
巻
第
三
な
る
遺
書
は
､
ペ
リ
オ
採
集
敦
坦
書
目
に
よ
る
と

｢
甘
露
右
武
徳
六
年
六
月
｣
に
始
ま
や
t
r,具
件
如
上
詑
｣

に
終
る
O
中
に
陽
開
の
遠
地
な
ど
を
記
せ
る
よ
-
み
れ
ば
萄
貝
原
境
の
記
事
に
魔
す
る
｡
こ
の
名
椿
の
明
ら
か
な
地
誌
と
'
名
種
不

明
の
雲

1〇
〇
五
既
と
が
果
し
て
同
書
で
あ
る
か
香
か
'
質
物
を
見
て
ゐ
な
い
私
に
瀬
納
得
し
か
ね
畠
鮎
が
な
い
で
は
な
い
が
'
ペ

ワ
オ
虜
の
鑑
定
に
信
を
お
い
て
こ
.の
名
稀
を
採
用
す
す
こ
と
に
し
よ
う
q
と
も
か
-
こ
の
事
の
出
現
に
よ
っ
て
､
方
志
の
形
態
怒
-

内
容
な
-
が
ー
よ
ほ
ど
は
つ
き
-
知
ら
れ
る
や
う
に
な
っ
た
o
内
容
の
記
事
か
ら
判
断
し
て
開
元
時
代
'
た
と
へ
卦
そ
-
み
て
も
天

＼

饗
時
代
の
も
の
と
な
し
得
る
の
で
あ
る
｡
･ま
づ
唐
代
前
年
期
の
方
志
の
梗
本
と
し
て
珍
重
す
べ
き
逸
晶
で
あ
る
｡
以
下
に
列
車
す
る
､

沙
州
閲
係
の
方
著

大
鯉
哲

の
豊

を
も
と
に
し
て
篭

や
う
に
思
経

る
Q

･

ず

､

ノ

方
志
の
第
二
は
ス
タ
イ
ン
氏
の
髄
集
に
係
る
も
d
で
､
ス
タ
イ
ン
蒐
集
漠
文
書
S
九
三
六
牧
と
し
て
ロ
ン
ド
ン
の
大
英
博
物
館
に

保
存
さ
れ

て
ゐ
る
は
す
の
方
志
で
あ
る
｡
嘗
て
羽
田
博
士
が

｢
唐
光
轡
光
年
害
鳥
沙
州

･
伊
州
地
志
球
審
｣
〝と
し
で
小
川
博
士
還
暦

紀
念
史
畢
地
球
単
論
叢
に
於
て
紹
介
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
.
そ
れ
は
一
九
三
〇
年
の
こ
と
で
あ
る
が
'
そ
れ
よ
旦

事

後
に
ロ
ン

ド
ン
の
東
洋
畢
報
第
六
巷
に
於
て
ヂ
ャ
イ
ル
ス
氏
に
よ
っ
て
同
島
本
の
解
読
が
行
は
れ
て
ゐ
る
.
前
者
に
も
こ
の
竃
本
の
首
尾
の
潟

東

が
載
っ
て
ゐ
る
が
､
後
者
に
は
金
牌
の
鳥
屋
が
掲
げ
て
あ
る
か
ら
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
好
都
合
で
あ
る
｡
記
事
の
中
で
液
も
遅
い

デ
ー
ト
は
孟
宗
の
大
中
四
年
(西
紀
八
五
〇
年
)
で
あ
-
'書
籍
の
年
代
は
倍
宗
の
光
啓
元
年
(
八
八
五
年
)
で
あ
る
か
も
'形
式
的
に
は

- て9I-
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/

l

こ
の
書
は
こ
の
中
間
三
十
五
年
の
間
に
作
製
さ
れ
た
も
の
と
な
.J
う
る
で
あ
ら
う
.
晩
唐
の
方
志
の
模
本
と
い
ふ
こ
と
が
で
嘗
る
O

次
は
同
じ
-
ヂ
ャ
イ
ル
ス
氏
が
そ
の
翌
年
の
ロ
ン
ド
ン
の
東
洋
畢
報
第
墓

に
畿
表
し
た
丸
窓
で
あ
っ
て
ー
湯

煙
裁
か
ら
考
へ

P
恐
ら
-
前
者
の
前
解
緯
-
も
の
ら
し
S
｡
尤
も
完
全
に
は
連
績
せ
ず
､
中
間
が
岩
干
炊
け
て
ゐ
る
.

方
志
の
第
四
は
ス
げ
ィ
ン
蒐
集
文
書
五
四
四
八
故
の
敦
塩
練
で
'
そ
の
活
字
印
本
が
､
羅
振
玉
氏
の
t
九
二
五
年
に
刊
行
せ
る
､r

敦
煙
石
室
棒
金
に
牧
め
ら
れ
て
ゐ
る
o
J
九
1
四
年
ヂ
ャ
イ
ル
ス
氏
に
よ
っ
七
番
表
さ
れ
ー
常
時
ア
メ
P
L
カ
に
滞
在
せ
る
胡
連
珠
の

＼ヽ

批
評
を
経
て
更
に
翌
年
ザ
ヤ
イ
ル
ス
氏
の
新
研
究
と
な
っ
て
公
表
せ
ら
れ
た
｡

両
年
の
王
立
ア
ジ
ア
協
合
雑
誌
に
鴻
載
せ
ら
れ
て
ゐ

る
.
そ
の
記
事
の
中
に
､
唐
未
盆

･
倍
繭
宗
頃
の
人
で
~
鐸
義
軍
諸
軍
事
判
官
で
適
っ
た
張
球
の
こ
と
が
見
え
て
ゐ
る
か
ら
F.与

め

製
作
年
代
は
前
二
者
に
遅
れ
る
と
考
へ
ら
れ
る
｡
･

第
五
に
は
羽
田
博
士
編
敦
煙
遺
書
活
字
本
第

一
集

の
は
L
)め
に
収
め
て
,ゐ
る
沙
州
地
志
雄
巻
で
'ノ
ペ
ワ
オ
蒐
集
漠
文
書
第
二
六
九

t
故
に
普
る
｡
網
田
博
士
の
解
題
に

｢
此
の
書
の
内
容
は
単
に
地
誌
の
記
載
に
止
ま
ら
ず
し
て
諸
種
の
事
項
を
雑
載
し
た
る
も
の
な

る
が
如
し
｣
と
あ
る
や
う
に
､
今
ま
で
列
拳
し
て
来
た
四
種
の
残
寒
と
同
株
に
､
純
粋
な
る
地
理
書
と
す
る
こ
と
は
些
か
樽
躍
せ
ざ

る
を
え
な
い
の
で
あ
る
.
だ
が
穫
春
の
部
分
に
絃
地
理
的
記
載
が
豊
富
で
あ
る
か
ら
､
暫
-
地
理
書
の
一
種
と
考

へ
て
お
か
う
｡
轡

巷
の
第
二
二
二
行
に
記
す
る
所
に
よ
っ
て
､
五
代
漠
の
乾
繭
二
年
(西
紀
九
四
九
年
)
の
撰
に
か
か
る
こ
と
を
知

塾｡ノ}

第
六
け
敦
燥
乃
至
灘
州
の
地
志
で
は
な
.i
が
､
羅
氏
が
発
に
は
酉
州
志
と
し
て
敦
燥
石
室
遺
書
に
攻
め
.
後
に
は
酉
州
囲
鮭
と
攻

∫

寄
し
て
鳴
抄
石
室
遺
書
に
収
め
た
地
志
球
審
で
あ
る
.
薙
氏
は
記
事
内
容
よ
-
考

へ
て
.1
中
庸
期
の
作
品
と
し
て
ゐ
る
.
ト
ル
フ
ァ

ン
か
ら
天
山
を
越
え
て
ジ
ム
サ
へ
行
-
諸
道
.
東
南
敦
燈

へ
の
遣
~
叉
西
方
カ
ラ
･L
F
JI
芸

の
道
な
ど

を
記
し
､
按
心
て
窟
院
や

塔
を
述
べ
た
部
分
を
留
め
て
ゐ
る
~
極
め
七
有
用
に
し
て
貴
葛
な
卦
料
で
あ
篭

ペ
叶
オ
.コ
レ
ク
シ
ョ
ン
第
二
〇
〇
九
牧
で
あ
る
｡

- 1〇一･
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敦
煙
石
室
遺
書
中
､
地
理
類
に
屠
す
る
も
の
と
し
て
は
.
上
述
の
如
-
雄
志
が
二
種
ー
方
志
が
六
種

.(抄
州
都
督
府
蹄
産
を
二
種

と
数

へ
れ
ば
七
種
)
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
､
向
達
氏
の
探
訪
の
功
に
よ
っ
て
､
更
に
方
憲

一庵

が
加

へ
ら
れ
た
の
で
あ
る
.
し
か
も

特
筆
す
'.(
き
こ
と
は
､
従
来
の
他
意
が
す
べ
て
嘩
映
せ
る
も
の
な
る
に
封
し
て
､
tIu
の
新
た
に
費
見
せ
ら
れ
た
寄
呂
願
地
鏡
な
る
も

の
が
首
尾
完
具
せ
る
こ
と
で
あ
る
o
今
こ
わ
新
資
料
を
以
て
上
述
の
重

心
と
比
較
す
る
時
､
両

人
も
直
ち
に
こ
の
ま

心
が
､
第
二
の

S
九
三
六
琴

と同
系
統
の
も
の
な
る
こ
と
を
見
出
す
で
あ
ら
う
｡
更
に
子
細
庭
鮎
検
す
る
な
ら
ば
､
排
列
の
麟
序
に
若
干
前
後
す
か
･

■

所
が
あ
り
-･
字
句
の
出
入
異
同
が
あ
る
が
､
金
-
同

1
の
芳
志
と
小
は
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
.
堆
っ
て
こ
の
新
資
料
の
瀧
硯
に

よ
っ
て
I
s
九
三
六
既
は
そ
の
前
部
の
敵
失
部
分
を
補
足
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
｡
卦
た
第
三
の
S
七
八
八
淡
の

後
車

姓
ー
こ
の
新
資
料
の
前
部
数
行
に
相
首
す
る
も
の
で
あ
っ
て
ー
雨
着
相
封
此
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
著
明
す
る
肝
少
く
な
い
の
で
.

あ
る
｡
い
ま
三
者
を
比
較
す
る
便
宜
の
東
め
に
t
s
九
三
六
故
を
A
､

S七
八
八
坂
を
B
､
薪
_出
資
新
春
昌
麻
地
鏡
を
rJ
と
呼
ぶ
七
､

と
に
し
よ
う
.
A
は
C
の
能
動
泉
以
下
の
部
分
を
存
L
t
丑
は
U
の
黒

(
お
で
は
諾

作
る
)
鼻
山
以
前
を
留
め
て
ゐ
る
｡
即
ち
A

＼

･

と
虫
と
の
間
に

は
桃
開
山
㌧
龍
勤
里

西
紫
亭
山
､
大
草

曲
韓
の
五
項
が
断
絶
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
｡
だ
が
A
が
末
の
方
即
ち
伊

州
志
の
部
分
に
跳
開
山
と
紫
亭
山
と
が
ま
ざ
れ
込
ん
で
ゐ
る
.
し
か
も
沙
州
東
南
桃
開
山
去
州

一
百
八
十
里
と
あ
っ
て
'
犬
襲
な
誤

を
犯
し
て
ゐ
る
.
C
に
見
ゆ
る
如
-
桃
開
山
は
毒
員
願
の
東
南

一
首
八
十
里
に
位
置
す
る
の
で
あ
っ
て
､
沙
州
即
ち
敦
燥
願
の
東
南

0

0

一
百
八
十
塵
に
在
る
の
で
は
な
い
O
寿
昌
願
は
沙
州
治
の
西
南
雪

手

鼻

･-
Uの
首
端
に
西

北
去
州

1
号

‡

塵
と
あ
る

の
は
東

北
の
誤
で
あ
っ
て
､
pq
が
正
し
5
-

に
在
る
か
ら
-
専
員
の
東
南
は
-
ほ
ぼ
抄
州
の
西
南
に
首
る
｡
A
は
沙
州
と
寿
昌
と
を
浪
風

し
て
記
述
せ
る
も
の
で
あ
る
.
次
の
柴
草
山
も
亦
同
様
で
萄
る
O
と
も
か
-
桃
閲

･
紫
事
の
南
山
が
常
戯
位
置
す
べ
き
場
所
に
排
列

さ
れ
ず
､
ま
た
そ
の
た
め
誤
を
犯
し
て
ゐ
る
の
だ
が
'
記
事
は
春
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
ot

次
に
能
動
泉
以
下
聖
排
列
傭
序
を
比
較
す

- 羽2-
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る
と
'
無
歯
潮
の
女

に

C
1で
は
玉
門
閑
と
破
葦
早
I

u
収
は
破
完
の
二
字
が
炊
け
て
ゐ
る
が
､
注
記
に
よ
っ
て
破
垂
争
な
る
こ
せ

枚
明
ら
か
で
あ
る
-
｣

の
二
項
が
あ
る
が
~
A
に
疫
見
え
な
い
｡
し
か
る
に
丑
を
み
る
と
里
鼻
山
望
刑
に
玉
門
鞘
が
あ
り
'
そ
望
剛

に
破
萱
草
が
存
す
る
｡
従
っ
て
A
の
炊
け
て
ゐ
る
部
分
に
玉
門
鈍
と
政
義
革
が
含
ま
れ
て
ゐ
た
と
考

へ
ら
れ
る
の
で
魯
る
o
A
と
0
､

と
の
排
列
上
の
ち
が
ひ
で
あ
っ
て
､
A
に
は
も
と
も
と
玉
門
閲
と
観
光
革
の
記
事
が
映
如
し
て
ゐ
た
と
は
い
へ
な
い
の
で
あ
る
.
炎
､

に
C)
で
は
大
巣
の
次
に
石
門
瀞
を
置
い
て
ゐ
る
が
t
A
に
は
そ
の
間
に
長
口
秦
が
は
芸
ま
っ
て
ゐ
る
｡
.

石
城
以
下
は
大
鰹
同
じ
で
あ

る
が
C
に
は
故
屯
城
の
次
に
西
静
昌
城
が
あ
る
の
に
-
そ
れ
が
A
で
は
脱
落
し
て
ゐ
る
.'
そ
こ
や
-
さ
産
の
玉
門
閥

･
破
蒐
革
の
･*

合
の
や
う
に
お
の
中
に
留
存
し
て
ゐ
な
い
だ
ら
う
か
と
疑
は
れ
る
の
で
あ
る
.
そ
こ
で
お
を
み
る
と

●

寺

∵
氷
安

瑛
二
能
動

壁
五

.西
寿
昌
･･････西
開
‥
････

′

や

あ
つ
で
､
壁
五
の
一
つ
に
西
毒
昌
が
数

へ
.ら
れ
て
ゐ
る
..
ま
た
C
の
如
-
西
専
昌
城
の
下
に
注
記
が
見
え
な
い
の
で
あ
る
｡
だ
が

次
行
に
眼
を
特
す
る
と
､

･､

＼

金
棒
升
四

柵
二

銭
三

城
願

と
あ

っ
て
､
城
願
の
下
に

｢
西
廿
五
里
武
徳
八
年
置
｣
と
ri
ふ
壁
行
跡
箆
が
49.る
Q
そ
こ
で
前
行
の
酉
轟
昌
と
属
官
に
結
び
つ
け
て

西
毒
昌
城
諾

柵
軸
組

と
す
れ
ば
C
と
同
じ
結
構
に
な
る
.
尤
も
C)
の
方
で
は
廿
が
北
の
字
に
な
っ
て
を
り
~
武
徳
が
湊
武
と
放
つ
て
を
妙
､
年
の
下
に
樹

/

の
字
が
あ
る
｡
湊
武
は
明
か
に
誤
で
あ
っ
て
お
に
従
ふ
べ
き
で
あ
ーら
ケ
O
廿
と
北
と
枚
執
れ
が
是
か
判
定
し
え
ぬ
.
と
も
か
-
Gq
に

紘
本
来
-
西
等
昌
城
の
記
事
が
あ
-
な
が
ら
牽
見
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
.
ヂ
ャ
イ
ル
ス
氏
も
こ
の
二
行
を
朝
諾
す
る
に
常
つ
て

非
常
に
難
鎧
し
て
ゐ
る
｡
向
達
氏
.の
捷
供
し
た

C
資
料
に
よ
う
て
は
じ
め
て
お
の
と
の
柄
行
が
塑
碩
で
き
る
機
縁
が
輿
べ
ら
れ
た
の

I-1芝
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で
あ
る
｡

O,を
媒
介
に
し
て
考

へ
る
と
､
前
の
行
の
西
番
昌
と
賽
に
､
そ
の
上
の
壁
五
も

一
緒
,に
次
行
の
城
願
の
上

へ
移
動
さ
せ
る

べ
き
か
と
思
ふ
o
さ
う
す
る
と
銭
二
が
能
動
と
西
開
､
つ
づ
S
て
戊
三
が
大
水

･
西
子
亭

･
紫
金
と
な
り
'
蜂
升
四
柵
二
盤
五
と
な

り
至
極
平
明
と
な
る
｡
難
粒
を
極
め
た
.･チ
ャ
イ
ル
ス
氏
の
解
樺
を
救
ふ
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
o
た
だ
次
の
鎖
三
は
C
に
も
見
え

な
い
か
ら
重
出
の
街
文
と
七
て
刷
っ
て
よ
い
の
か
も
知
れ
な
い
?
た
だ
東
に
な
る
の
は
二

別
の
行
で
は
鐘
二
で
､
こ
こ
は
鋲
三
で
あ

る
､
事
に
よ
る
と
後
の
鉾
は
別
の
字
か
も
知
れ
ぬ
.
こ
の
三
か
･ち
思
合
性
さ
れ
る
の
は
ー
塵
卑
山
と
S
ふ
山
の
名
Q
.出
現
す
影
ま
で

I

に
酉
諸
昌
城

･
破
葦
争
･
fW
門
閥
の
三
つ
の
地
名
が
並
べ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
七
で
あ
る
｡
酉
寿
昌
城
は
沙
州
の
西
境
に
釘
-
'
恐
ら
く

か
つ
て
の
陽
組
か
或
は
陽
閥
近
傍
の
地
に
､
唐
初
武
徳
八
年
に
創
宣
せ
ら
れ
た
関
門
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
｡
そ
し
て
漠
代
の
陽
紬

と
同
じ
-
所
謂
天
山
南
遣
わ
開
院
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
ら
う
｡
破
養
母
は
そ
の
名
栴
縁
故
か
ら
も
想
像
さ
れ
る
や
う
に
､
青
海
方

＼

面

へ
の
開
門
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
ら
う
｡
次
の
玉
門
組
は
い
ふ
ま
で
も
な
-
西
域

へ
の
門
戸
で
あ
っ
て
､
ノ北
童
の
陣
除
で
あ
る
.

か
-
み
て
-
る
と
'
こ
の
三
地
は
毒
昌
願
境
上
の
西

･
東

･
北
に
在
っ
て
緊
要
な
地
位
庖
占
め
て
ゐ
る
の
で
あ
る
.
鏡
の
手
性
ま
さ

に
通
常
と
思
は
れ
る
が
､
既
に
前
行
に
銭
こ
と
あ
F>
能
動

･
西
紬
が
奉
げ
ら
れ
て
ゐ
る
以
上
､
鋲
三
の
方
は
何
か
の
誤
で
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
o
垂
-
の
街
字
と
し
て
除
草
を
る
こ
と
も
､
上
述
の
や
う
な
事
情
で
敢
行
し
か
ね
る
｡
勿
論
鏡
三
を
残
す
と
す
れ
ば
､
こ
の

二
字
は
壁
五
の
下
に
移
さ
ぬ
ば
な
ら
ぬ
｡

以
上
C)を
媒
介
に
し
て
A
Fq
を
再
査
し
た
の
で
あ
る
が
>
そ
れ
に
よ
る
と
A
と
B
と
は
一
連
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
つ
夜
の

で
あ
る
｡も
し
さ
う
で
な
い
な
ら
ば
t
A
と
丑
と
の
問
に
記
事
の
重
複
が
あ
り
さ
う
な
も
の
で
あ
る
｡
A
に
あ
る
LJと
牲
お
に
重
く
な

く
遠

に
記
せ
る
こ
と
は
A
で
は
全
空

自
及
し
て
ゐ
な
い
｡
A
七
五
と
の
問
に
墜

能
動
山
･大
津
高

津
の
記
事
'
ス
ペ
ー
ス
に
し
て
ノ一

行
分
あ
れ
ば
完
全
に
連
結
で
き
る
の
で
あ
る
.
そ
し
て
B
の
前
年
は
沙
州
敦
煙
願
の
記
事
で
就
師
泉
･東
塵
池
･西
塵
池
･北
睦
池
･土

河
･輿
胡
泊
･観
家
･
玉
女
泉
等
の
項
目
が
見
え
る
o
A
の
伊
州
志
の
如
-
'も
と
は
沙
州
志
と
し
て
完
備
し
て
み
た
も
の
と
思
は
れ
る
｡

- 1さ一･～
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こ
の
記
事
の
配
置
に
関
し
て
､
.つ
い
で
に
申
添
へ
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
.
を
れ
は
純
然
な
方
志
で
は
な
S
が
､
地
理
的
記
載

が
豊
富
な
の
で
､
か
-
に
沙
州
地
志
球
審
と
解
し
て
ゐ
る
第
五
の
方
志
で
あ
る
｡
∴そ
の
誇
昌
願
の
部
分
と
U
と
を
比
較
す
る
と
重
く

同
じ
配
置
で
あ
る
.
た
だ
C
に
見
え
る
石
城
以
下
の
本
来
寿
昌
腺
の
境
域
に
入
ら
ぬ
も
の
は
除
か
れ
て
急

｡
ま
た
A
に
あ
つ
で
cD

に
な
か
っ
た
長
口
薬
は
､
こ
の
抄
州
地
志
雄
巻
打
も
見
え
な
い
o
こ
の
地
志
は
た
だ.
翠
に
地
名
と
療
治
か
ら
の
方
角
距
離
を
記
す
の

み
で
1

か
の
貞
元
十
遣
鎌
の
結
構
と
金
-
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
｡
末
尾
に
玉
門
的

･
破
発
亭

･
西
春
昌
城
が
並
ん
で
ゐ

る
が
､
こ
の
三
者
が
A
R
系
の
地
誌
で
按
鼻
鼻
山
の
前
に
移
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
｡
抄
州
他
意
球
春
は
今
S
ふ
如
-
地
名
上
方
向

距
離
の
み
を
記
し
た
肉
付
の
忽
S
骨
骸
だ
け
で
あ
っ
て
~
西
夢
昌
城
の
攻
に

｢
一
々
紬
訣
別
有
本
｣
と
こ
と
わ
つ
て
ゐ
る
｡
す
る
と

▲■

本
と
は
こ
の
rJ
或
は
其
系
統
の
地
志
を
さ
す
も
の
の
如
-
で
あ
る
o
と
も
か
-
U
の
出
現
に
よ
っ
で
､,
抄
州
地
志
雄
巷
の
本
づ
-
桝

も
混
常
が
つ
-
や
う
把
な
っ
た
の
で
あ
る
｡
尤
も
抄
州
他
意
球
春
に
は
寿
昌
願
の
み
で
は
な
く

そ
の
静
に
沙
州
敦
燈
願
わ
記
事
が
､

あ
る
｡
京
師
及
び
洛
陽
と
の
距
離
､
次

に四
至
~
次
に
甘
泉

･
武
師
泉

･
東
壁
池

･
酉
塵
池

･
北
壁
池

･
重
安
泉

･
輿
胡
泊
･闘
歓
･

∫

河
倉
城
等
よ
-
望
山
に
至
る
地
名
が
鴻
げ
ら
れ
t..抄
州
か
ら
の
方
向
距
離
が
注
記
さ
れ
て
ゐ
る
｡
ス
タ
イ
ン
氏
採
集
の
ぉ
本
と
封
戯

-

I_7L.

し
て
.
所
謂
細
説
を
補
ひ
う
る
の
で
あ
る
O
更
に
べ
ワ
オ
氏
採
集
の
抄
州
都
督
府
常
駐
に
ょ
.つ
て
も
､
も
と
の
形
を
復
原
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
る
や
う
で
あ
っ
て
､
津
々
た
る
興
味
を
誘
畿
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡
さ
て
こ
の
骨
静
だ
け
の
地
悪
性
､
は
じ
め
に
抄
珊

/

城
士
鏡
と
記
し
て
ゐ
る
が
'
こ
れ
が
或
杖
一
々
細
説
別
有
本
と
い
ふ
'
そ
抄
も
と
の
地
理
書
の
名
稗
で
あ
る
の
か
も
知
れ
ぬ
..
向
達
民

の
紹
介
し
た
新
地
現
生
品

薄
昌
願
地
鏡
と
稀
し
て
ゐ
る
の
と
思
合
し
て
一
考
を
要
す
る
こ
と
で
偲
夜
か
ら
う
か
0
秒
州
地
志
穣
巻
は

言

細
説
別
有
本
と
一
膝
L

tめ
-
-
-
を
つ
け
た
後
に
常
柴
原
乗
去
典
州

盲

五
ヰ
里
と
暮
す
っ
ぎ
か
け
て
断
絶
し
七
ゐ
る
･｡
常
架

ヽ

願
云
女
は
瓜
州
土
鏡
乃
至
は
常
葉
願
地
鏡
と
で
も
い
ふ
べ
き
も
の
め
抄
き
が
告
を
件
ら
う
と
し
て
中
断
し
た
も
の
の
如
く
で
あ
る
O

一･14I-
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か
-
の
如
く
等
昌
願
地
鏡
の
出
現
は
ー
従
衆
の
敦
煙
遺
書
に
封
し
て
も
新
し
S
知
見
を
提
供
す
る
も
め
で
ぁ
っ
て
､
更
に
原
本
が

各
表
せ
ら
れ
る
洩
ら
は
､
異
同
の
校
合
な
ど
に
も
少
か
ら
ぬ
稗
益
を
輿

へ
る
こ
と
で
あ
ら
う
.
例

へ
ば
玉
門
閑
の
設
置
を
元
鼎
九
年

と
し
て
ゐ
る
が
､
果
し
て
原
本
が
頗
る
か
否
か
t
S
さ
さ
か
疑
な
き
を
え
ぬ
の
で
､
直
ち
に
こ
れ
を
も
っ
て
論
詮
を
展
開
す
る
こ
.JU

は
暫
く
さ
し
ひ
か
へ
ね
は
な
ら
ぬ
か
と
息
ふ
o
前
掬
の
地
鏡
本
文
は
､

一
二
字
誤
と
思
は
れ
る
も
の
を
正
し
､
脱
字
と
思
は
れ
る
も

t

･

-

の
を
補
っ
て
お
い
た

(括
弧
内
の
字
が
さ
う
で
あ
る
)o
囲
書
季
刊
費
表
の
も
の
の
息
賓
な
移
録
で
な
S
首
と
を
こ
と
か
つ
て
お
く
｡

い
ふ
ま
で
も
な
-
訓
髄
は
読
者
の
便
宜
の
た
め
に
附
喪

も
の
で
あ
る
.
原
文
が
え
ら
れ
ぬ
た
め
に
､
無
理
な
訓
鮎
を
施
し
た
と
こ

ろ
も
あ
る
O
た
だ
筆
者
の
老
婆
心
に
出
づ
る
も
の
と
し
て
諒
承
願
払
た
い
.1

こ
の
地
鏡
の
書
鳥
年
代
は
末
行
の
題
故
に
よ
っ
で
五
代
菅
の
天
栢
十
年
(
西
紀
九
四
五
年
)
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
.
A

地

志
に
遅
れ
る
こ
と
六
十
年
で
あ
る
｡
し
か
も
そ
の
内
容
は
､
C
が
建
中
初
年
に
吐
巻
に
陥
っ
た
記
事
に
止
る
の
に
勤
し
､
.心
お
菜
の

地
志
が
大
中
年
間
に
張
議
潮
が
牧
接
し
た
こ
と
ま
で
を
乱
し
て
ゐ
る
の
で
あ
を

こ
の
差
輿
路
地
志
の
系
統
を
考

へ
る
上
に
興
味
あ

る
事
柄
で
あ
る
が
､
今
繰
暫
-
そ
の
ち
が
仏
を
指
摘
す
る
だ
け
に
止
め
て
お
か
う
｡
と
む
か
-
書
為
の
古
い
A
3=
系
の
方
が
却
っ
て

新
し
小
史
茸
ま
で
記
し
て
ゐ
る
と
S
ふ
こ
と
に
な
る
o
こ
の
0
本
を
虫
薦

し
て
寺
島
願
令
の
張
某
に
上
っ
た
州
聾
の
博
士
奄
な
る
人

は
､
千
俳
洞
の
題
名
や
石
室
通
電
に
散
見
す
.rq
雀
奉
連
で
あ
ら
う
と
想
像
さ
れ
る
.
向
達
氏
の
考
琵
す
る
所
に
よ
る
i
)'
電
車
連
は

天
隔
十
年
に
は
六
十
三
歳
で
あ
っ
た
と
い
ふ
.

/
.

こ
の
地
鏡
を
紹
介
す
る
だ
け
の
つ
も
-
で
筆
を
執
っ
た
の
で
あ
か
が
､
あ
ま
-
に
も
滋
味
多
遼
資
料
で
あ
る
た
め
に
若
干
の
感
慨

を
陳
ぬ
る
次
第
と
な
つ
潔

偽
に
蘭
味
な
冗
文
に
汲
り
了
-
ー
讃
者
諸
氏
の
倦
怠
を
招
S
た
か
を
お
そ
れ
る
｡
筆
を
お
-
に
あ
た
り

こ
の
新
費
潮
を
公
表
さ
れ
た
向
達
氏
に
造
か
に
敬
意
を
表
す
る
と
共
に
､
そ
れ
を
登
載
せ
る
尚
書
季
刊
を
惑
寄
せ
ら
れ
た
張
鳳
拳
先

生
に
重
ね
て
探
き
感
謝
を
捧
げ
た
い
O

(
二
二
二

〇
･二
二
)
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